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基本事項
審査希望部門	第○部門
研究題目	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
	（研究題目は、関西支部大会での発表と同一である必要はありません）
所属機関部署	○○大学　○○学部　○○研究室（分野、部門など）
職名	○○○○
氏名	○○　○○　　（フリガナ　○○○　○○○）　　
生年月日	○○○○年　○○月　○○日　（西暦で記載のこと）
日本薬学会会員番号	○○○○○○○

研究概要
（注）以下の1［序論］〜4［考察および将来の展望］には支部大会で口頭発表する内容を含め、本紙を含めてA4用紙4枚以内におさめてください。図表を使用してもかまいません。
１.　序論
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○[1]。○○○............

２.　実験方法
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○[2]。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○............

３.　結果
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○............

４.　考察および将来の展望
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○............

５.　引用文献（例）
[1]	Blank R. J., Tojo K., Higuchi T., J. Pharm. Sci., 58, 1098-1112 (1969).
[2]	Robert A. B., Sporn M. B., "The Retinoids," Vol. 2, ed. by Sporn M. B., Robert A. B.,Goodman D. S., Academic Press, Orland, 1984, pp. 209-286.
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応募者の研究業績リスト(例)
1)	Kinki S., Yakugaku K., Kyoto A., Osaka B., Yakugaku K.*, Selective synthesis of multi-substituted carbazoles by Fischer indole synthesis under high-pressure conditions. J. Pharm. Sci., 98, 1098-1112 (2020).
2)	Kinki S., Shiga C., Nara D., Wakayama E., Hyogo F., Yakugaku K.*, Structure-activity relationship study of prion inhibition by N-alkylcarbazoles. Chem. Pharm. Bull., 62, 2001-2012 (2020).

（注）研究業績（発表論文等）は、発表者に下線を引き、責任著者（Corresponding Author）に*印をつけ、10編以内（印刷中を含む）でA4用紙１枚におさめてください。また、関西支部大会での口頭発表内容に最も関係の深い論文1報に○印をつけ、その別刷りを7部提出してください。



推薦理由書 
（注）推薦理由書は応募者の研究内容を熟知している関西支部会員がA4用紙1枚以内で記入し（自薦も可）、記入年月日とともに自筆署名してください。

